
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（繰入金等）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

100人

達成22人 20人 39人

96人 100人 124人 達成

36,137 40,228 46,731

236 327

合計 40,228 33,176

H26

目標

H24末

（実績）
目標 成果 達成状況

25人

25人

189 173

・特別支援学校医療的ケア運営協議会の開催し、課

題解決等について協議

151 143 142

46,731

246

成果目標の達成状況

項目

基本研修修了者数

医ケア実施教員数

指導医等派遣研修

受講者数

事業番号 15 04 13 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 医療的ケア看護師配置事業医療的ケア看護師配置事業医療的ケア看護師配置事業医療的ケア看護師配置事業
担

当

課

部局 教育委員会事務局

　　５　すべての子どもの学びを保障する支援 実施期間 H17 ～

県が関与

する理由

○医療的ケア基本研修を終えた教員　　基本研修修了者　25人

○医療的ケアを行っている教員の増加　　医ケア実施教員数　25人

○医療的ケア指導医等派遣研修受講者数　100人

Ｈ25

目指す姿

現状

県でなければ実施不可（その他）

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

学校教育法，社会福祉士及び介護福祉士法

課・室 特別支援教育課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail tokubetsu-shien@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

7-1 子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

特別支援学校に在籍する医療的ケアが必要な児童生徒に対し、学校看護師と医療的ケア研修を受けた教員が、安心・安全な医療的ケア

を実施できる体制を構築する。

○医療的ケアを必要とする児童生徒の増加・医療的ケアの内容の増加・重度化等により、各学校のニーズは大きくなっており、安心・安全

な医療的ケアのためには、更なる看護師の増員が必要。

○学校看護師は、医師の日常的な指示を得られない学校という状況で医療的ケアを行っているので、学校における医療的ケアの研修を

充実させていく必要がある。

１　学校看護師の配置 直接

・学校看護師の配置

・宿泊学習等の看護師付き添い

39,668 32,517 46,170

・医療的ケア研修（基本研修）の実施

・医療的ケア研修（実地研修）の実施

173

３　特別支援学校医療的ケア

運営協議会の開催

直接

２　特別支援学校医療的ケア

研修

直接

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

H25 H26

（当初） （決算） （当初）

合計（A) 33,026

４　特別支援学校医療的ケア

指導医派遣研修

直接 ・医療的ケア指導医等の学校へ派遣し相談・研修

46,731

49人

25年度25年度25年度25年度 26年度

当初予算 33,026

補正予算 -4,140

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

予

算

額

前年度繰越

事業内容

Aの

財源

36,137 36,088

概　算

人件費

0.30 0.30 0.30 0.30

2,477

28,311 31,142 33,176

2,477

32,860 29,820 26,518 41,162

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

・指導医派遣研修の受講者数が増加しているので、更なる充実を図る必要がある。

目標に対

する成果

の状況

・指導医派遣研修受講者数が達成できたのは、医療的ケアに係る研修のニーズの高まりであると考えられる。

・研修修了者数が未達成であったのは、県の要綱が変わり基本研修の有効期限が１年と決められたため、その年に医ケアを行う意思のあ

る教員のみが研修を受講したためであると考えられる。

 概算事業費（B（A）+C） 30,788 33,619 35,653 49,208

2,477 2,477

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

未達成20人50人

166 6,317 163 190

11,564 5,379


